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（

）

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

２４

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
９
月
　
日

２５

１０

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
付
託

　
こ
れ
ら
２
議
案
は
、　

月
　
日

１１

１３

か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
た
委
員
会

で
審
査
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
砂
川
地
区
保
健
衛
生
組
合
の
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
が
改
正
さ

れ
、
同
組
合
に
自
ら
搬
入
し
処
分

す
る
手
数
料
等
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
関
係
条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

■
歌
志
内
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

■
歌
志
内
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

■
歌
志
内
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

■
歌
志
内
市
普
通
河
川
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

■
歌
志
内
市
立
病
院
使
用
料
及
び

手
数
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
消
費
税

法
等
の
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
消

費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

■
財
産
の
貸
付
に
つ
い
て

　
珂
歌
志
内
振
興
公
社
に
対
す
る

経
営
支
援
と
し
て
、
チ
ロ
ル
の
湯

及
び
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
が
所
在
す

る
市
有
地
を
３
年
間
事
業
用
地
と

し
て
同
社
へ
無
償
貸
付
す
る
た
め
、

法
令
の
定
め
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
ま
し
た
。

▽
貸
付
物
件
　
土
地
　
中
村
　
番
７６

地
２
及
び
　
番
地
３
の
う
ち
、

７８

９
，３
１
８
・
　

㎡
２５

▽
貸
付
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１

２６

日
か
ら
同
　
年
３
月
　
日
ま
で

２９

３１

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
管
理
運
営
を
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
行
わ
せ
る
た
め
指

定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

称
　
歌
志
内
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
（
市
内
神
威
１
７
８
番
地

１
）

▽
指
定
の
期
間
　
平
成
　
年
４
月

２６

１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月
　
日

２９

３１

ま
で
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第４回定例会
１２月１７日から会期４日間で開催

承
認
さ
れ
た
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

■
歌
志
内
市
東
光
最
終
処
分
場
閉

鎖
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
東
光
最
終
処
分
場
の

閉
鎖
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
の
基
金
を
設
置
し
、
そ
の
管
理

及
び
処
分
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

■
固
定
資
産
税
の
減
免
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
珂
歌
志
内
振
興
公
社
が
実
施
す

る
歌
志
内
市
健
康
の
村
施
設
活
性

化
推
進
事
業
計
画
の
推
進
及
び
同

社
の
経
営
安
定
に
資
す
る
た
め
、

チ
ロ
ル
の
湯
及
び
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ

ル
の
固
定
資
産
税
を
平
成
　
年
度

２６

か
ら
３
年
間
免
除
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
金
融
所
得
課
税
の
一
体
化
、

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
お

け
る
算
定
方
法
の
見
直
し
等
、
関

係
条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
秋
元
邦
子
氏
が

平
成
　
年
３
月
　
日
を
も
っ
て
任

２６

３１

期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き

委
員
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。〈
任
期
３

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

年
間
〉

■
市
内
神
威
２
７
２
番
地
２

 

 秋
  元
  邦
  子
 氏

あ
き
 も
と
 く
に
 
こ

■
空
知
中
部
広
域
連
合
の
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　
老
人
保
健
医
療
制
度
終
了
後
５

年
が
経
過
し
、
今
後
新
た
な
事
務

が
生
じ
な
い
こ
と
等
に
伴
い
、
空

知
中
部
広
域
連
合
が
実
施
す
る
事

業
等
の
一
部
に
つ
い
て
改
正
す
る

た
め
、
同
広
域
連
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
ま
し

た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
５
号
・
第
６

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
２
，５
３

２
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

　
億
４
，５
８
６
万
９
千
円
と
し
ま

４５し
た
。

　
補
正
内
容
の
主
な
増
減
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
　
出
】

▽
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
事

業
 

 

１
，６
２
７
万
２
千
円
の
増

▽
福
祉
灯
油
代
助
成
事
業
（
重
度

身
体
障
が
い
者
等
世
帯
） 

 

　
万
５
千
円
の
増

１４

▽
福
祉
灯
油
代
助
成
事
業
（
高
齢

者
世
帯
） 

 

２
１
６
万
円
の
増

▽
福
祉
灯
油
代
助
成
事
業
（
母
子
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冬
型
の
気
圧
配
置
ととととととととととととととととと

暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴
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にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

 

暴
風
雪
に
つ
い
て
　

・
父
子
世
帯
） 

 

　
万
円
の
増

１８

※
福
祉
灯
油
代
助
成
事
業
に
つ
い

て
く
わ
し
く
は
、
９
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
措
置
費

 

７
１
９
万
円
の
増

▽
東
光
最
終
処
分
場
閉
鎖
基
金
積

立
金
 

 

５
，１
３
２
万
６
千
円
の
増

▽
新
産
業
等
創
造
事
業
助
成
（
高

周
波
基
本
波
タ
イ
プ
水
晶
デ
バ

イ
ス
の
開
発
事
業
） 

 

３
，９
６
０
万
円
の
増

▽
道
路
修
繕
料
 

 

１
０
０
万
円
の
増

▽
住
宅
修
繕
料
 

 

３
０
０
万
円
の
増

【
歳
　
入
】

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫

負
担
金
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

費
等
）

 

８
１
３
万
６
千
円
の
増

▽
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
（
地

域
活
性
化
等
に
資
す
る
公
共
投

資
資
金
）

 

１
，１
７
９
万
円
の
増

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
道
負

担
金
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

等
）

 

４
０
６
万
８
千
円
の
増

▽
清
掃
費
寄
附
金
（
東
光
最
終
処

分
場
閉
鎖
費
用
）

 

５
，１
３
２
万
６
千
円
の
増

▽
前
年
度
繰
越
金

 

１
，０
０
０
万
円
の
増

▽
空
知
産
炭
地
域
振
興
助
成
金

（
新
産
業
等
創
造
事
業
助
成
）

 

３
，９
６
０
万
円
の
増

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
営
公
共

２５

下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
職
員
給
与
費
の
増
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
　
万
７
千
円
を
追
加

２１

し
、
総
額
を
３
億
８
，３
４
８
万
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

■
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
立
中
空
知
養
護
老
人

ホ
ー
ム
楽
生
園
に
つ
い
て
、
同
施

設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
社
会
福

祉
法
人
ほ
く
志
会
に
対
し
、
建
物

を
無
償
譲
渡
す
る
た
め
、
法
令
の

定
め
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
得

ま
し
た
。

▽
譲
渡
す
る
建
物
の
概
要
　
歌
志

内
市
立
中
空
知
養
護
老
人
ホ
ー

ム
楽
生
園
（
文
珠
２
４
４
番
地

２
、
２
５
０
番
地
及
び
２
５
３

番
地
　
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

１８

造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
２
階
建
、

３
，７
９
３
・
　

㎡
）

８５
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次
の
２
件
に
つ
い
て
は
、
行
政

常
任
委
員
会
（
川
野
敏
夫
委
員
長

・
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
）

に
付
託
さ
れ
審
査
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
立
中
空
知
養
護
老
人

ホ
ー
ム
楽
生
園
を
社
会
福
祉
法
人

ほ
く
志
会
に
無
償
譲
渡
す
る
た
め
、

休
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
・
可
決
さ
れ
た
議
案

可
決
さ
れ
た
意
見
書

■
過
疎
対
策
の
積
極
的
推
進
を
求

め
る
意
見
書

 

〈
　
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

１２

２０

　
他
４
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

厚
生
労
働
大
臣
な
ど
各
関
係
先
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
２
月
号
に
折
り
込
み
予

定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
冬
は
、
大
陸
に
高
気
圧
、
北
海
道
の
東
に
低
気
圧
の
あ
る
「
西
高

東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
」
に
な
り
、「
吹
雪
」
に
な
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
平
均
風
速
が
お
お
む
ね
　
恨
以
上
で
雪
を
伴
い
、
猛
吹
雪
や
吹
き

１６

だ
ま
り
に
よ
る
交
通
障
害
な
ど
、
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
「
暴
風
雪
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
、
的
確
な
行
動
を
取
り
ま
し

ょ
う
。

〈
札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所
 緯
０
１
１
～
６
１
１
～
０
１
７
０
〉

　
暴
風
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い

て
も
常
に
猛
吹
雪
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
晴
れ
て
い

て
も
一
瞬
で
猛
吹
雪
に
変
わ
る
な

ど
天
気
変
化
が
激
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
屋
外
で
の
行
動
に
は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
吹
雪
の
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

道
路
や
対
向
車
を
見
分
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
事
故
の
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず

車
を
使
用
す
る
場
合
は
、
余
裕
を

　
家
の
中
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

ス
ト
ー
ブ
の
給
排
気
口
が
雪
で
ふ

さ
が
れ
て
、
不
完
全
燃
焼
が
発
生

し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。
時
々
、
給
排

気
口
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

■
車
の
運
転
時
は
・
・
・

■
家
の
中
に
い
て
も
・
・
・

持
っ
た
運
転
計
画
で
行
動
し
ま
し

ょ
う

■
今
は
晴
れ
て
い
て
も
・
・
・

■
最
新
の
情
報
を
・
・
・

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、
最

新
の
情
報
を
確
認
し
て
、
状
況
に

よ
っ
て
は
外
出
を
控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
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地
区
別
市
政
懇
談
会
を
開
催

地
域
に
お
け
る
課
題
や
要
望
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
昨
年
９
月
　
日
か
ら
　
月
７
日
に
か
け
て
、
市
内
　
か
所
の
全
町
内
会
・
自
治
会
を
ま
わ
り
、

３０

１１

１９

地
区
別
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
延
べ
２
４
７
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
普
段
町
内
・
自
治
会
で
抱
え
て
い
る
問

題
点
の
質
問
や
意
見
、
要
望
等
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
質
問
等
と
、
そ
れ
に
対
す
る
行
政
の

回
答
内
容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
ど
う

い
う
町
内
会
づ
く
り
が
望
ま
し
い

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
行
政
が
中
に
入
っ
て
指
示
を
す
る
と
、

本
当
の
意
味
で
の
町
内
会
づ
く
り
に
は
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
、

自
ら
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
行
政
で
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て

は
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
裏
に
雪
が
落
ち
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
光
を
全
面
的
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
採
光
性
に
優
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
の
費
用
の
面

も
軽
減
に
な
る
と
思
わ
れ
、
例
え
ば
裏
に

落
ち
た
雪
を
業
者
に
頼
ん
で
除
排
雪
し
て

も
ら
う
必
要
が
無
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
住
宅
内
部
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
状
況

に
応
じ
て
対
応
で
き
る
も
の
は
対
応
し
ま

す
の
で
、
建
設
課
に
連
絡
を
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
新
雪
（
未

圧
雪
）
コ
ー
ス
を
ゲ
レ
ン
デ
内
に
取
り
入

れ
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
利
用
状
況
を
見
な
が
ら

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
コ
ー
ス
管
理
し
て

　
町
内
会
の
合
併
に
つ
い
て
、
市

が
中
に
入
っ
て
指
示
で
き
な
い
の

か
？

　
住
宅
の
無
落
雪
化
の
工
事
の
効

果
と
住
宅
内
部
の
改
修
は
？

　
市
営
住
宅
の
除
雪
に
つ
い
て

は
？

　
通
常
は
市
営
住
宅
の
前
は
除
雪

に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
家
が

多
い
場
合
な
ど
、
状
況
に
よ
っ
て
は
除
雪

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
空
戸
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
チ
ロ
ル
の
湯
の
水
風
呂
に
つ
き

ま
し
て
は
、
改
修
当
初
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
及
び
節
水
を
取
り
入

れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
利

用
さ
れ
る
お
客
様
か
ら
浅
す
ぎ
る
と
の
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
早
急
に
改
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
チ
ロ
ル
の
水
風
呂
に
つ
い
て
、

改
修
当
初
は
ど
う
し
て
浅
か
っ
た

の
か
？

　
か
も
い
岳
ス
キ
ー
場
の
新
雪
コ

ー
ス
部
分
と
圧
雪
状
況
に
つ
い
て

　
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
指
定
管
理
者

か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
海
外
、
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事
前
提
出
さ
れ
た

 

主
な
意
見
･
要
望
内
容

で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
冬
期
間
の
排
雪
時
の
配
慮
を
願
い
ま
す

▽
本
市
の
場
合
、
早
朝
に
限
ら
れ
た
時
間

内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
受
け
持
つ

路
線
に
つ
い
て
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
早
朝
の
除
雪
時
に
は
堆

雪
ス
ペ
ー
ス
の
対
応
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

行
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
場
合
、
日
中
、
市
の
ロ
ー
タ
リ

ー
除
雪
車
等
が
各
路
線
の
拡
幅
や
堆
雪

場
所
の
確
保
を
行
い
、
皆
さ
ん
が
使
い

易
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
除
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。

■
砂
防
ダ
ム
等
危
険
箇
所
の
点
検
を
実
施

し
て
ほ
し
い

▽
砂
防
ダ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
北
海
道
所
管

の
ダ
ム
で
す
。
本
市
に
は
昭
和
の
時
代

に
建
設
さ
れ
た
砂
防
ダ
ム
が
非
常
に
多

い
こ
と
か
ら
、
す
で
に
満
杯
に
な
っ
て

い
る
所
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
適

宜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
倒
壊
家
屋
を
整
理
し
て
ほ
し
い

▽
要
望
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
外
に
居
住
の
家
族
に
対
し
文
書
ま
た

は
電
話
で
整
理
を
す
る
よ
う
要
請
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
費
用
の
捻
出
が

難
し
い
こ
と
か
ら
行
政
で
片
付
け
て
ほ

し
い
話
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
の

財
産
や
ゴ
ミ
処
理
に
公
金
を
使
っ
て
の

行
政
か
ら
の
情
報
提
供

　
行
政
か
ら
の
情
報
提
供
と
し
て
、
次
の

3
点
を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

▽
『
特
別
警
報
』
～
命
を
守
る
た
め
に
知

っ
て
ほ
し
い

▽
『
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
』
の
開

催
に
つ
い
て

▽
『
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
』
に
つ
い

て
テ
ー
マ
に
よ
る
意
見
交
換

『
地
域
サ
ロ
ン
』
に
つ
い
て

　
今
回
の
地
区
別
市
政
懇
談
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
、『
地
域
サ
ロ
ン
』
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

処
理
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

家
族
に
対
し
、
要
請
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

■
野
生
動
物
の
被
害
が
あ
る
の
で
対
応
し

て
ほ
し
い
（
鹿
、
ア
ラ
イ
グ
マ
）

▽
猟
友
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

鹿
用
箱
わ
な
の
設
置
や
猟
銃
に
よ
る
駆

除
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
頭
数
の
増

加
に
歯
止
め
が
効
か
ず
、
畑
等
の
食
害

や
自
動
車
と
の
接
触
な
ど
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
　
な
お
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
箱
わ
な
は
希

望
者
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
事
前
に
町
内
会
･
自
治
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
主
な
内
容
と
行
政
か
ら

の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
災
害
時
に
つ
い
て
、
水
害
時
の
避
難
場

所
は
安
全
か
？

▽
災
害
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
ど
の
程

度
」
発
生
す
る
か
正
確
に
予
想
で
き
ま

せ
ん
。
災
害
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な

い
場
所
も
出
て
き
ま
す
の
で
、
実
際
に

避
難
と
な
る
場
合
は
、
消
防
職
団
員
や

市
職
員
が
適
当
な
避
難
場
所
に
誘
導
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
河
川
の
付
近
に
住
宅
も
あ
る
の
で
、
河

川
中
の
樹
木
や
草
を
伐
採
し
て
ほ
し
い

▽
ペ
ン
ケ
歌
志
内
川
は
北
海
道
の
管
理
河

川
で
す
。
中
州
の
除
去
や
木
々
の
剪
定

は
毎
年
北
海
道
に
お
願
い
し
て
い
て
、

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
一
部
の
区
間

　
現
在
、
各
自
治
会
・
町
内
会
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

サ
ロ
ン
と
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
で
集
ま
っ

て
お
茶
会
や
話
し
合
い
を
し
て
い
た
り
、

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
集
ま
り
、
健
康
体

操
な
ど
を
行
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
し

た
。

　
現
在
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
で
の

共
通
課
題
と
し
て
「
人
が
集
ま
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
保
健
福
祉
課
で
は
、
現
在
ま
だ

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な
い
地
区
に
つ
い

て
も
、
保
健
師
の
血
圧
測
定
や
パ
ソ
コ
ン

の
機
材
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
対
応
す
る
の
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

参
り
ま
す
。

　
ま

た
、
今

シ

ー

ズ
ン
は
新
し
い
圧

雪
車
が
導
入
さ
れ

ま
す
の
で
、
快
適

な
バ
ー
ン
整
備
に

努
め
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た
ゲ
レ
ン
デ
の
確
保
に
指

定
管
理
者
と
連
携
し
対
応
し
て
参
り
ま
す
。




